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研究テーマ 夜間の外出活動の質向上に資する交通環境改善に関する研究 

研究の経過（4 月～9 月）： 

本研究は、アフターコロナにおいて、全ての人々が安全・安心・快適に夜間の外出活動に参加で

き、生活の質を向上させる交通環境整備に向けて、我が国の社会的文化的特性を考慮した上で、

幅広い視点から検討を行うことを目的とする。特に、夜間の外出活動に関する情報提供、公共交通

の新設・サービスレベルの改善や繁華街の街路環境の改善による夜間のアクセシビリティ向上効果

および飲酒活動増加可能性に着目して研究を進める。 

5 月に全体研究会を開催し、これまでに実施した繁華街活性化を目的とした飲食店マップ

の作成と効果、異なる交通モードの移動抵抗を表現する等価時間係数を用いた繁華街へのア

クセシビリティに関する研究および今後の進め方について議論を行った。 

宇都宮市を対象に、バスおよび LRT 利用時の等価時間係数をアンケート調査によって求

めた結果、バスと LRT を比較すると、着席および立席それぞれ、バスよりも LRT の方が等

価時間係数が小さく、移動抵抗が小さいことが明らかとなった。そして、夜の繁華街への公

共交通利用時のアクセシビリティを一般化時間として算出し、バス停および LRT停留場ま

でのアクセス距離や待ち時間、着席・立席等を考慮したアクセシビリティの評価を行った。 

公共交通 GTFS データと Open Trip Planner（OTP）を用いて、複数の地方都市（宇都宮、

水戸、前橋・高崎）の夜間における公共交通のアクセシビリティを計測すべく、既存の GTFS

データの整理および独自に GTFS データを作成した。 

芳賀・宇都宮 LRT 導入が、夜間の交通行動に与える影響について、LRT 沿線居住者に対

するアンケート調査により明らかにすべく準備を進めた。 

下期へ向けて（課題等）： 

繁華街へのアクセシビリティ評価については、車椅子使用者等の移動制約者との街歩きお

よびインタビューを通して等価時間係数を計測する予定である。 

GTFS データとOTPを用いた夜間の公共交通アクセシビリティ評価については、複数都

市において、一定のアクセシビリティが確保される夜間人口比率を算出し、時間空間的な差

についての比較・検討を行う予定である。 

LRT 導入による夜間の交通行動に与える影響については、LRT 沿線の小中学校にアンケ

ート調査の依頼を行う予定である。 
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